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●はじめに
石井力重です。「ＴＲＩＺ」という理論があります。

発想を引き出すためのものです。今日はそこの発想

を引き出すポイントだけを話します。また、ＴＲＩＺ理

論が何なのかよく分らなくても、発想を引き出すエッ

センスだけをカードツールにしました。そのツールが

どういうふうに使えるかを話します。

現在、私は経済産業省の系列のＮＥＤＯ技術

開発機構という独立行政法人で、フェローというタ

イプの３年間限定の職員をしています。ベンチャー

企業に駐在しながら、地域のベンチャーとか地域の

中小企業の革新の手伝いをしています。前は商社

にいて、その後は大学院で経営戦略をやっていま

した。

その私がなぜＴＲＩＺなのか、「智慧カード」という

カードツールなのか。日々いろいろな社長さんに呼

ばれてブレーンストーミングをします。そのうち宮城の

社長さん達に「発想ツールを作ってくれ」と言われま

した。それが、会社の中でこういうツール開発をす

る経緯になりました。

それと同時に、地域の技術系の企業にもっともっ

と革新してもらうために一緒になって勉強をしようと

いうことで、宮城ＴＲＩＺ研究会を作りました。

そのほか現在やっていることは、大学院の博士課

程で、創造工学＝「どうすると人は創造的になれる

のかというプロセスとかハウツーみたいなもの」を研

究しています。

「教育工学」というのがあります。どういう順番で

知識を渡されると、人間は一番うまくすんなりインスト

ールできるのか。「ＡＲＣＳ（アークス）モデル」と呼ば

れるものが教育工学にあります。「Ａ」がアテンション、

それは面白いのか。「Ｒ」がレリバンス、面白いのは

分ったが自分に関係あるのか。「Ｃ」はコンフィデン

スで、面白いし自分に関係はあるが、それは自分に

できないというのでは困る。やったらできそうだと思わ

せる所がなければいけない。「Ｓ」はサティスファクシ

ョン。やってみてよかった、満足した、そこまで行くと

記憶の定着と学習への意欲が非常によくなるので

す。ということで、「面白い」、「自分に関係ある」、「や

ればできそうだと思える」、「最後に満足させられ

る」、こういう順番でものを教えると、人間はうまく知

識がインストールできると言われています。

ざっくりとそれにのっとって、ＴＲＩＺは「創造」とい

う意味から見ると、ちゃんと面白いのかという話をし

ます。それから、ＴＲＩＺのユーザーは誰か。今日の

「石井の話は、自分に関係があるのか」という聞き

手の方の気持ちに、最初に「イエス」か「ノー」かで

答えておきたいと思います。

また、ＴＲＩＺはどうも難しいのではないか。実は、

知識学習をする時の戦略の一つとして、「一点突

破、全面展開」という考え方があります。とにかく一

つしっかりと学んでしまって、それができたらあとは

横に広げるということで、小さな突破口を開けるた

めの簡単な話をします。

最後に、「ＴＲＩＺの話はどうでもいい、アイデア発

想のエッセンスだけ使えればいい」という人、ある

いは「ＴＲＩＺをより学ぶためにそういうツールがある

なら見てみようか」という人のために「智慧カード」

の話をします。

１．創造の面からみたＴＲＩＺとは
まず最初に、ＴＲＩＺの根底にある思想です。（図

表１参照）発明には時折、似た問題解決の構造が

見られます。弁理士の先生と話していても「ある種

講演

アイデア発想促進のための
智慧カード
～ＴＲＩＺを手軽に体験できる智慧カード～
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の建築工学の特許の中にある問題解決のスタイル

と、ある生物工学の中における問題解決のスタイル

は技術の特性は全然違うが、どうも何か解決の仕

方が似ている。ただ、それを何万と集めてきてパター

ン化しようとは普通は思わない」と言います。優れた

特許を集めてきて、そこからブレークスルーのパター

ンを抽出できれば、それを使ったらいろいろな人が

発想できるようになるのではないかというのがＴＲＩＺ

の根底にある思想です。

実は、ロシア人のアルトシュラーは、それに実際に

取り組みました。この人は、優れた特許を当初は４０

万件集めて、エッセンスに煮詰めたものを抽出しま

した（話者補足：最終的には２００万件が分析され

ています）。それをまとめていくと、４０のパターンに

分類できたそうです。正しくは９９．数％です。

こうやって、技術的ブレークスルーのパターン集が

誕生し、ＴＲＩＺという名前が付きました。

では、ここから実例的な話ですが、実は、ほんの

１％弱だけはパターンに追い込めなかったそうです。

その１％の話に入る前に、「創造性」と言われている

ものの定義との類似点を見てみます。

ジェームス・ウェブ・ヤングという有名な人がアイデ

アを「既存の要素の新しい組み合わせだ」と定義し

ました。どんなに新しいと思ったアイデアも、世の中

にいろいろあった要素、新しい組み合わせ方、ある

いは新しい場所に持ってきた、それが現在で言う新

しいアイデアだと表現しています。

また、経営学者のシュンペーターは、イノベーショ

ンのことを「新結合」と言いました。要素を持ってき

て組み合わせ方が違えばイノベーションだと言いま

す。ヤングやシュンペーターは、大雑把に「創造とい

ってもそれは組み合わせでいい」と言いましたが、ア

ルトシュラーは緻密に分析をして、「創造の９９％まで

はパターンとか組み合わせで行ける。ただし、１％

は既存のパターンや組み合わせでは表現できない

ものがある」と示唆しました。この１％という数字は、

人間の知性の深い可能性を示唆しているのかもし

れません。

では、結局、１％は対応できないのなら不完全な

のかという話ですが、ＴＲＩＺの効用は何かというと、

ＴＲＩＺの賢明なユーザー達はこう考えています。

例えば、自分の所に技術的なアイデアを出さなけ

ればいけない課題が毎日毎日やってくる。１００日

間毎日やってくるとしたら、９９日間まではこういうパ

ターンを使えば、効率的にどんどん発案はできる。

１％、１００日目に来る問題は、世の中で誰も経験し

たことがない問題かもしれない。それはやっぱり、手

法を超えて人間の頭を使うしかない。知性の限りを

尽くして考えるしかない。そういう部分に贅沢に時

間を投入しようということです。

本日の“１番目の小まとめ”です。これが分れば、

大体８０％はＴＲＩＺの重要な話は終わります。ポイ

ント１つ目、特許から問題解決のエッセンスが抽出

されました。ポイント２つ目、技術的ブレークスルー

の４０のパターンができました。ポイント３つ目、９９％

の問題にはそれは発想促進ツールになります。

２．ＴＲＩＺのユーザーは誰？
では今度、ＴＲＩＺのユーザーは誰か。「ＴＲＩＺは

自分には関係があるのか」という所です。大きく言

って企業と大学、シンクタンク等で使われています。

図表２に書かれた名前はシンポジウムでの公表デ
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図表１ ＴＲＩＺの根底にある思想

図表２ ＴＲＩＺの活用者（業界別）
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ータです。企業で言うと電機メーカー、自動車、輸送

機械、精密機械などです。大学でもいろいろな所で

使っていますが、特に顕著なのは大阪学院大学、産

業能率大学などです。

「ユーザ個人のレベル」で言うと、ＴＲＩＺは３つの

効能があります。まず一番平易な所からいくと、１つ

目、改善アイデアを出す。２つ目に、発展の方向

性を予想する。３つ目、新製品のコア・アイデア、

コンセプトみたいなものを出す、という使い方がで

きます。

シンプルにするために、１つ目だけに限定して話

します。さまざまな現場課題に対して解決コンセプト

を出します。それから依頼される製品改良といった

ことに対して改良アイデアを出します。それから職

場の改善提案制度などで、コンスタントに膨大な量

のアイデアを出そうという時に使えます。

一言だけキーワードを言っておくと、それはＴＲＩＺ

の中の「発明原理」という名前です。４０パターンあ

ります。

ここでもう、本日、“２番目の小まとめ”です。１つ

目、ＴＲＩＺの活用者は大学、技術系の企業です。２

つ目、ＴＲＩＺの用途は問題解決、開発、創造性教

育に使われています。３つ目、個人レベルでは、改善

アイデアの発案などに使えます。本日の話は４部構

成ですが、これで２部、つまり、今日の話の５０％が済

みました。

３．魅力はあるが難しいＴＲＩＺの
突破口は？

では、ＴＲＩＺに魅力があるのなら、日本に入って

きて１０年位たったのに、どうして急速に広まらない

のとかという話です。実は、近年になって日本でもす

ごく理解が進んで平易なスタイルで伝える人が随分

増えてきました。今日は、知識に対してごくごく小さ

な突破口を開けるようなことを話します。「ＴＲＩＺは

難しいのでは」についてです。

コンパクトにやる方法も実はあります。ＴＲＩＺで改

善アイデアを出す５つのシンプルなステップにしまし

た。また、後半では手軽にそれを体験できる智慧カ

ードの話をします。では早速、５つのステップをやる

ためのモデルケースです。例えばこんな無理難題が

やってきます。

私は以前、商社で営業をやっていました。よく工

場の人とやり取りをしましたが、私も含め、営業マン

は、工場にすぐに無茶なことを言う訳です。最後に

は「だって、お客さんがそう望んでいるんです」なん

て、伝家の宝刀を抜いてきたりする（話者補足：今と

なっては、とても反省しております…）。例えばそんな

シーンです。

「あの製品は電池がすぐなくなるから、消費電力

をもっと小さくしてくれ。それとディスプレーの輝度が

低くて、すごく見にくいと言われている。それを何とか

改良してほしい」と言ってきます。そうすると設計さ

んは当然、「いや、石井さん。輝度を上げるんだった

ら消費電力は増えるものだ。そんな矛盾した要求を

一遍にされても困る」。で、営業は最後に言います。

「そうはいっても、お客さんは望んでいるんだ」。そう

言われてしまうと、「困ったな」と思っても、とりあえず

「拝承」と言って１回電話を切ってしまう訳です。こ

ういうことがよく起きますが、「無理だ」といいたくなる

この場面で「いやまてよ、もしかしたら、ＴＲＩＺで解け

ないだろうか」と検討に入ります。

今から技術にそれほど造詣の深くない私が発案

した改善案を２つほど出します。それがどの程度の

レベルなのか、今からそれをやる前に、１０秒間だけ

考えてみてください。最終的にそれを私のアイデア

と比較してみてください。

ピンポイントでの活用の仕方をご説明します（話

者補足：ＴＲＩＺは知識集なので、ある程度数千円の

本が一つ必要ですが、それだけあればできる方法

です。今回スライドに使用した本は「ＴＲＩＺ実践と

効用（１）体系的技術革新」です。その中の「発明

原理」という手法を使います）。

具体的には解決案発想の５つのステップとしてこ

んなものがあります。（図表３参照）

まずステップ１、「確認」です。消費電力は小さく

したい。輝度は大きくしたい。困ったな。

ステップ２。ここでＴＲＩＺの定義で言う今の問題

は、静止物体のエネルギー２０番と書かれたものと、

輝度・照度の１８番という話の問題だと、まず検討を
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つけます。それは本に３９のリストが付いています

（話者補足：本には「技術パラメータ」と表現されて

います）３９のどれに当てはまるのか。そうだ、エネル

ギーと言っていたから２０番、輝度と言っていたから

１８番、これはエンジニアであれば、慣れればすぐ苦

もなくできます。まず、この番号を選びます。

ステップ３。その中に「マトリックス」という数字が

書かれた表があります。何だか訳が分らないなと言

って、ここで早速挫折しかける人がいますが、実は

簡単です。縦軸に１番から３９番まで、横軸も１番か

ら３９番までの数字が書いてあります。先ほど選んだ

２０と１８の交点を見ていきますと、１９、２、３５、３２。お

みくじみたいな謎の番号が書いてあります。ここを拾

う所までが３番です。

ステップ４。ＴＲＩＺの本の中で「１９」番の発明原

理は「周期的作用原理」と書いてあります。１ペー

ジから２ページ位の解説が書いてあります。また、ロ

シア語を英語に直して、さらに日本語になっている

ので、「心理的惰性」とかなにやら日本語としては意

味が分りにくい表現がいっぱい書いてあります。何

とか読み込んで、それをヒントに発想してみようとし

ます。ただ、それでは話が遠すぎるので、私が今回

作った智慧カードをここで便宜的に引用します。智

慧カードは、各発明原理を「一言で言うと、その原理

は○○ということ」といったテイストへ要約したもの

です。１９番の発明原理「周期的作用原理」は簡

単にいえば「繰り返しを取り入れよ」です。「繰り返し

を取り入れてみよ、そうするとイノベーションが起きる

可能性がある」と言っています。

２番の発明原理は「分離原理」です。これを一言

で言えば「離せ」ということです。「何かと何かを離

すといいことが起きる」と。それから３５番の発明原

理は「パラメータの変更原理」。一言でいえば「温

度や柔軟性を変えよ」ということです。それから３２

番の発明原理「色の変化原理」。これは「色を変

えよ。そうするといいことが起きる」と言っています。

ステップの４番目はこれで終わりです。簡単にいえ

ば、本をめくって、さきのおみくじのような４個の数字

に対応する発明原理をピックアップしてくるだけの

作業です。

最後、５つ目です。ようやく発想します。今回は

智慧カードだけで話をします。１９番、２番、３５番、

３２番。「繰り返しを取り入れよ。離せ。温度や柔軟

性を変えよ。色を変えよ」。ここの四つのコンセプト

が、イノベーションが得られる解決策として可能性

が高いことをＴＲＩＺは示唆しています。

では、この４つのコンセプトでアイデアを出してみ

ます。１９番“繰り返しを取り入れよ”で発案してみま

す。何かを繰り返してみる、何かが行ったり来たり、

行ったり来たりさせてみることで、何とか輝度と省電

力の要望に応えられないだろうかと考えます。例え

ば、こう発案します。「では、人が見る瞬間は輝度

が必要だから、最高輝度は今より設定を高くしよう。

その代わり間欠的に暗くする。そうすることで確実

に数秒間は読める時間を作り、明るくすることを達

成する。一方で、暗くしているので消費電力が減

る。となれば、うれしいですね。しかし、とんとん位

かもしれません。ただ、ずっと光っていることがなく

なるので発熱が抑えられて、機械を冷やしている

ファンモーターの電力が減らせる可能性がありそう

です。

２番“離せ”で発案してみます。何かと何かを離

してみようか…と考えてみます。一体どことどこを離

せるだろうか、と。そこで、思い浮かびます。「じゃあ、

ディスプレーを光らせる時は、本体機会からディスプ

レーをガチャっと引き出し、筐体の中の風通しがよく

なる構造にする。そうすることでより光らせて、一方

で、それからファンモーターの電力を減らせて、何と

か明るくもして電力も減らすことを達成できるかもし
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図表３ 解決案発想の５つのステップ
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れません。

「温度や柔軟性を変えよ」「色を変えよ」というコ

ンセプトから発案する作業は割愛しますが、ぜひ

考えてみください。

という訳で、ＴＲＩＺで発想すると何かすごく面倒

臭いことをやらなければいけないようでしたが、実

質、５分の話でした。ＴＲＩＺはすごく難しく言われま

すが、実はこれぐらいで発案ができます。

さて、これで第３部がおわりです。本日の話の

７５％が終りました。「３番目の小まとめ」に入ります。

ポイント１つ目、課題を矛盾する２つの要求の形

に整理する。しかし、ちょっと補足です。課題が矛

盾する要求の２つになっていない時は、どうするか。

結構、ここで止まってしまう時があります。アルトシュ

ラーは、最後の手段として力技ですが「４０個全部

試せ」と言っています。実際問題として、発明原

理４０すべてを試すのはかなり大変です。ただ、智

慧カードであれば、シンプルな４０フレーズなので、全

部試すのも、わりと容易です。ということで、必ずし

も課題を矛盾する２つの構造へ追い込まなくても大

丈夫です。

それからポイント２つ目、マトリックスと呼ばれるシ

ートの交点から、数字を拾う。

ポイント３つ目、そのナンバーの発明原理をヒント

にして解決策を考える。実はたったこれぐらいです。

実は、今話したのが、ＴＲＩＺの「３大コンテンツ」と

言われるものの一つです。ちなみに３大コンテンツと

は何かというと、１つ目が今話したブレークスルーの

パターンを使ってアイデアを出す手法。２つ目が「技

術進化トレンド」という３１の技術の進化発展の具体

的パターンが見いだされていますが、それを使って

製品の開発指針を見つけていく手法。３つ目が「イ

フェクト」。これは「ある部品を冷やし続けたい、どう

いう科学法則や技術が使えるか」といった効能ベ

ースで科学技術を分類したデータベースです。これ

が３大コンテンツと呼ばれているものです。

「一点突破、全面展開」は戦略の基本ですが、

ＴＲＩＺのほんの小さな突破口は実はこれで開きまし

た。この突破口をもう少し広く、いつでも使えるもの

にしてみましょう。４章に入ります。

４．アイデア発想促進ツール
「智慧カード」

最後となるこのパートでは「ＴＲＩＺという理論は、

難しい印象があるけれど何とかそれを逆さにできな

いだろうか」ということに取り組んで、実際に開発し

たカードツールのことをお話しします。

今日は会場で、何人かの方にＴＲＩＺに対する理

解度を尋ねました。まったく聞いたことがない、という

方から、詳しい方までおられました。聞き手の皆さん

の望まれていることを分類すると、次の２つに集約さ

れました。まず「現場課題の解決案出しにとにかく

使えればいい。必要な時にシンプルなツールとして

使えればいい」という方。この方には、カードツール

は、まさにそういう形で使ってもらえるものです。一方

「いや、将来的にはＴＲＩＺを全体的にちゃんとやって

みたい」という人もおられます。そういう方にはこのカ

ードツールは、知識の１００段のステップを上がるため

の最初の１段目になるものに設計されています。

図表４が「智慧カード」と呼ばれる４０枚のカード

です。ＴＲＩＺの高いハードルを低くする道具です。

まず開発の経緯を簡単にご説明します。私達は

宮城ＴＲＩＺ研究会を作りました。私が会長をしてい

ます。私達は、年に一回、著名なＴＲＩＺ専門家を招

いてＴＲＩＺ講演会を催しています。その講演会に

いらした中堅の技術者の方が、こんな会話になった

と、話してくれました。講習会の翌日、社内の朝会

で「いや、昨日聞いたＴＲＩＺ手法はよかったです。

ＴＲＩＺをうちでやってみたいです」といったところ、上

司が「おう、そうか。で、ＴＲＩＺってどんなものだ」と言

うので、説明しようとしてみたけれど、ほとんど説明

図表４ 智慧カード
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ができない。彼のほかにも似た声が多く寄せられま

した。特に「『ＴＲＩＺが創造作業を促進するとはど

ういうことか』を周りの人に理解してもらいにくい」と

いう声が非常に多かったのです。ということで、

「ＴＲＩＺを知らなくても、エッセンスを使って一定の発

想が体験できてしまうツールを作ろう」ということで、

産学官の連携チームを作り、ツールを開発しました。

まず、ＴＲＩＺの４０の発明原理を大きく意訳しまし

た。ＴＲＩＺの本には、発明原理１つあたり１～３ペー

ジ分の文字量があります。これを、大胆に絞りこみ、

発案のトリガーとなるようなシンプルな１フレーズと単

純なイラストにしました。図表４のように、１フレーズと

イラストのみ、というカードデザインです。

次に、どんなふうに使うのか、効果はあるのかとい

う話です。主たる用途は「チームでアイデア出しをす

る時の道具」として使います。（話者補足：詳しくは

このあとにお話ししますが、全部で３つの使い方が

あります。）「チームでの使い方」について、ざっと説

明します。例えばメンバーが３人いたら、４０枚のカー

ドを均等に配り、「今回のこのテーマからどんなもの

が出る？手元のカードの切り口で考えてみてほしい」

というような、シンプルな使い方をします。

さて、このカードツール、作ったはいいけれども本

当に効果があるの？ということで、私がある会社でイ

ノベーション研修を提供した時に、智慧カードを使

ってもらい、アンケートに答えてもらいました。彼らは、

年齢は３０歳ちょっと。係長クラス。合計３８名。１時

間近くひたすらアイデアを出させるという研修だった

ので、アンケート結果には「苦労した」というのが圧

倒的に多かったです。次いで多かったのが、「使い

やすかった。楽しかった」です。

一方で、７割以上が、「ＴＲＩＺは自分の職務に使

えると感じた」という答をもらいました。主に開発技

術、製造現場のことをしている人達でした。

使い方と効果の概要については、ここまでで、さ

て、細かい話に入りますが、その前に「ざっくりこんな

感じのことをするものだ」というのをビデオでお見せ

します。

（ビデオ上映）

これは、１人で机に向かって「あの課題は、どうや

って解決しよう、何かいいアイデアないかな」といっ

た時に、一人で智慧カードをめくって発案をしている

ところを映したものです。４０枚全部めくって、大体３

分くらいです。

この智慧カードには３通りの使い方があります。使

い方の１つ目です（図表５参照）。これは、１人で使

う場合の使い方です。先のビデオにはこの使い方

が映っていました。言葉で説明しますと、例えば技

術課題があった時に、４０枚の智慧カードを次々に

めくって、関係ないのは捨てていく、そういう単純な

作業です。１枚当り長くても１０秒位で選択します。

途中で「これから発想が出そうだな」と思ったら、そ

の場でやめても結構です。全部のカードをより分け

終えたら「発想が出そうだな」というカードを並べて、

「この課題に、これらの切り口を単独で、あるいは、組

み合わせて適用したら、どういう解決策になるだろう

か」という感じに発案をします。最後までめくっても１

枚も発想のヒントになりそうなものがない時もありま

す。そういう時は無理やりにでも４枚選びます。

ＴＲＩＺに詳しい方に向けての補足ですが、先ほ

ど、ＴＲＩＺでは課題を矛盾マトリックスに追い込むと

申し上げました。智慧カードではそれがありません。

これはどういうことでしょうか。本格的なＴＲＩＺでは、

課題を矛盾の構造に追い込めない時はどうするか

といえば、本には「そういうときは発明原理４０個、

すべて試せ」とあります。これは実際にやると、かな

り大変です。智慧カードは、問題を矛盾構造に追い

込むことをしません。そこで、全部チェックになる訳で

す。ただ、智慧カードの場合は、全部めくっても大体

VALUE ENGINEERING No.249（2008.11）

図表５ 使い方（Ａ）「一人で使う」
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数分で終わります。

使い方の２つ目です。チームで使う使い方です。

（図表６参照）

「チームでの使い方」は、今日は課題解決ミーテ

ィングだ、というときに、ホワイトボードと智慧カードを

用意します。メンバーに、４０枚のカードを均等に配

り「今回のこの課題の解決アイデア、手元のカード

の切り口で考えてみてほしい」というように指示して、

３分間、各々が紙にアイデアを書き出します。その

あと、順番に１～３個、アイデアをホワイトボードに書

きながら説明します。誰かが、「俺はこのカードを

使ってこんな感じのことを考えたよ」という話が出た

ら、ほかの人から「ああ、じゃ、俺のカードで使うと

もうちょっとこういう便乗もできるよ」みたいな感じで、

ＴＲＩＺを使ったブレーンストーミング的な使い方がで

きます。

３番目、使い方です。これは、発想ゲームとして楽

しむものです。（図表７参照）

ただ、これには智慧カードだけではなくて、ブレー

ンストーミング・カードゲームという別のツールが必要

です。（話者補足：このツールは「ブレスター（Ｂｒａｉｎ

ＳｔｏｒｍｉｎｇＭａｓｔｅｒ）」といいます。話者が代表を

務める別のプロジェクトから誕生したツールです）。

プロジェクトメンバーに、アイスブレーク（話者補足：

メンバー間の緊張や壁を取り払う作業）を図りたい、

というときに、知的な発案ゲームで勝ち負けを競い

ながら、コミュニケーションを密にしてもらう、という用

途で使います。

以上、３つの使い方をご説明しました。１つ目は

「一人でアイデアを出さなければいけない、そんなと

きに、さっと素早く大量な発案を行う時に使う」使い

方。２つ目は「今日の解決案の発案ミーティングで

使う」使い方。それから３つ目は「たまにはアイスブ

レークとして部下達と楽しみながら使う」という使い

方でした。

（事例省略）

本日“４番目の小まとめ”に入ります。ポイント１つ

目「問題を整理する」、ポイント２つ目「智慧カード

をめくり、気になるカード、問題解決になりそうなカー

ドを抜き出す」、ポイント３つ目「選んだカードでアイ

デアを出す」、極めてシンプルに言うとこういう話で

した。

このカードを実際に使うにはどうすればいいのだ

という話ですが、私達はできればお金のないベンチ

ャー企業さんとかがカードを買わなくても使えるよう

にしたいと思いました。このカードコンテンツのフルコ

ンテンツがこのウェブに載っています。どうしても上

司にこれを一つ買うのに６，５００円とか予算を通す

のは格好悪いという時はウェブサイトを見てくださ

い。（図表８参照）商品が売れることよりも、世の中の

人がチャレンジして、前に進んでくれればそれでいい

と思っています。

一方、「自分の人件費を考えたら、ネットからダウ

ンロードして印刷する作業は省きたいな」という方な

ら、私の駐在しているベンチャー企業がオンラインシ

ョップで智慧カードを売っていますので、そこから、カ

ードセットを手に入れることができます。

図表６ 使い方（Ｂ）「複数人で使う」

図表７ 使い方（Ｃ）「発想ゲームを楽しむ」
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さっき、階段の１００段のうち１段を上がる道具、

という話をしました。「残りの９９段を上がるにはど

うすればいいんだ？」という時は次の２つの情報に

アクセスしてみてください。

１つ目。大阪学院大学の中川徹先生が日本の

ＴＲＩＺの大家です。この先生のサイト（話者補

足：ＴＲＩＺホームページ）には日本のＴＲＩＺのほと

んどの知識が掲載されています。

２つ目。何回も引用した「ＴＲＩＺ実践と効用（１）

体系的技術革新」という本です。アマゾンでは買

えなくて、ＳＫＩという会社からしか手に入らない本

ですが、これ一つあればＴＲＩＺの大抵のことがで

きます。

知識学習の基本戦略である「一点突破」という

意味では、今日の話で、小さな穴は開きました。最

後に、３大コンテンツの残りの部分について、概要

だけ、お話をしておきます。ざっと知っておけば、あ

とで学ぶ時にとても楽です。２大コンテンツの２つ

目は「技術の進化トレンド」といいます。アルトシュラ

ーはいろいろな特許を調べました。彼は、世界中

の特許を分析していきましたが、その中で「技術が

どのように発展していくか」にもパターンが見出され

る、ということで、似たものを集めていきます。最終

的には１０以上の技術の発展のパターンが見出され

ました。なお、現在では３１のパターンが見出され

ています。

例えば物体、柱みたいなものは、その次の技術で

は、中空になる。その次の技術では、中に１枚仕切

り板が入る。その次の技術では、細胞みたいな細か

い空間をもった構造になって、強度を上げつつ軽く

するようになっていきます。トレンドの最後は、その細

胞の中に有益な成分を入れる、というところまで進み

ます。こういう進化プロセスがこの他に、３０パターン

あります。

さて、この「進化トレンド」は何をするツールかとい

うと「うちの会社の炊飯ジャーをもっとイノベーション

を起こしたいな」というような時に、この炊飯ジャーを

３１パターンにあてはめてみていきます。「内部に空

間をもたせる、というトレンドに関してはレベルの３ま

で来ている。トレンドのいう次の段階に発展する可

能性が読み取れる。また別のトレンドに関しては進

化レベルがマックスまで来ている。これは時間をか

けてもあまり伸ばせない」。そのようにして、「この製

品は、技術的にこんなふうに発展するだろう」という

予測が立ちます。

ただ、それはＳカーブのジャンプには適さない訳で

す。技術は誕生・成長・熟成、というＳカーブをたどり

ます。Ｓカーブの先端までいずれ行ききる。Ｓカーブ

の手前にいる製品に関しては、「進化トレンド」を使

うなどして、その製品の技術進化が行きつく所まで

は行けます。「進化トレンド」はＳカーブから次のＳカ

ーブへのジャンプを導くことには使えません、そうい

うふうに割り切って使います（話者補足：既存技術

を超える破壊的イノベーションへのジャンプは、進化

トレンドでは導けない、という意味です）。なので、バ

ージョンアップとかマイナーチェンジなんかの時には

すごくいい手法です。

それから３大コンテンツの３つ目は「イフェクト」と

いいます。あの部品を冷やしたいという時に何をす

るかというと、冷やすと言えば、風を送る、冷水する、

ピエゾ素子で冷やしてみる、とかいろいろと考える

訳です。しかし、今、これで例えば１２通りの冷やし方

を知ったとして、自分が知らないだけで、世の中には

化学技術の法則で冷やす方法はあるのではないの

かと思いながら、全分野にわたって網羅的に「冷や

す技術」を集めるのは無理なので、知りえた範囲で、

とりあえず進んでしまいます。

アルトシュラーは、科学法則や技術を「効能」とい

う切り口からまとめ直しました。冷やすと言えばどう

VALUE ENGINEERING No.249（2008.11）

図表８ このカードで実際に発想を行うには
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いう手法があるかをあらゆる分野の人から聞いて、

「冷やす時にはこういうのが使える」という感じに、

法則や技術を整理しました。そういう効能ベースの

法則技術のデータベースを作ります。ロシアでやっ

ていた時は、それが紙で膨大な量だったそうです。

現在は、それがＴＲＩＺソフトウェアに載っています

（話者補足：ＴＲＩＺのソフトは、欧米の２、３のベン

ダーが作っています。日本国内でも販売されていま

す。価格はとても高価です）。

本日の話は、ほとんどは、ＴＲＩＺの本があれば

実行できます。ただ、このイフェクトに関しては、ソ

フトウェアが圧倒的にいいです。膨大な量なので本

にはあまり載っていません。ＴＲＩＺソフトをＰＣに導入

し、イフェクトの機能を使った場合、次のようなこんな

感じになります。「冷やす」という項目をクリックする

と１０前後の冷やし方が表示されます。その一つ

（たとえば「化学的な冷やし方」など）をクリックする

と、化学的な冷やし方の下に、科学法則や技術が

ずらっと表示されます。

時間を少しだけいただいて、もう１つだけ、ぜひ

紹介したい手法があります。新製品のコア・アイデ

アを出す時にＴＲＩＺでは、どういう手法を使うか、

という話です。進化トレンドは、まったくの新製品を

出すときには、向いていない、ということでしたが、

そういう場合には、今からお話しするような手法が

あります。「９画面法、あるいは、９ｗｉｎｄｏｗｓ」といい

ます。ＴＲＩＺの開発者達は、発明家とか事業家の

思考パターンを分析して標準化しました。その思

考プロセスを経ればかなり革新的なものが出せる、

というプロセスを、９つの画面「９ｗｉｎｄｏｗｓ」という

で手法にしました。ネットで「９画面法」で検索して

もらえると出ます。その９つのステップで、チームで

ブレーンストーミングしていくと、企画する時にかな

り効率的に出せるようになります。それぞれの手法

は独立的に使えますので、ぜひご興味があれば見

てみてください。という所で私の話を終わらせても

らいます。

最後に個人の理念とメッセージをお話しさせてく

ださい。私は「世界中から尊敬される企業が次々

に輩出される、日本をそういう社会にしたい」と思っ

ています。ですが私には、財力がある訳でも政力

がある訳でもありません。そこで私は、自分が好き

で得意な仕事である「創造的な活動をする人や組

織がどんどん生まれてくる社会を作ること」を生涯の

仕事として生きています。

ですので、皆さんがチャレンジの時に必要だと思

えば、いつでもお声をかけてください。喜んで行きま

す（話者補足：ｒｉｋｉｅ．ｉｓｈｉｉ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ いつでも

お気軽にメールをお送りください。新しいことに挑戦

するあなたをいつでも歓迎！します）。

以上で私の話を終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。（拍手）

［ＶＥ阪神セミナー（２００８．７．１１）技術講演より要約］

石井　力重氏　略歴
ＮＥＤＯフェローとして

ベンチャー企業（（株）デュ

ナミス）に駐在し、同社や

地域企業を支援。主な活

動は、事業アイデア創造

支援。創造性育成ツール

開発プロジェクトでは、リ

ーダーを務め、そこから

誕生した新商品「ブレスター」は、みやぎものづく

り大賞（２００７）で優秀賞を受賞（「智慧カード」は

その姉妹品）。宮城ＴＲＩＺ研究会（地域の技術系

企業の革新を支援する組織）を設立し、技術系中

小企業の技術開発をサポート。東北大学の博士

課程に社会人院生として籍を置き、ＭＯＴと創造

工学を研究中。
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